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「子どもの日本語教育における教材と ICT の可能性」 

 

高校生への日本語教育と教材 

―私立高校の日本語教育カリキュラムから― 

河上  加苗（白鵬女子高等学校） 

 

 

１．教材開発の背景−主体育成を目指したホリスティックな日本語教育カリキュラム   

発表者が見てきた日本語を学ぶ高校生の日常には、ボーダーレスで複層的なコミュニケーショ

ンが展開されています。彼らは、自分の学び場を選択し、戦略的に自分のもつ言語資源や言語環

境を駆使し、時には、たくみに利用しながら存在しています。同時に、彼らの多くは、社会で何

をしたいのか、自分は何ができるのかがわからないという不安、高校より格段に難しくなる進学

先の授業とそこで使われる日本語に対する不安などを感じながら高校生活を送っています。彼ら

と関わる中で、従来の、日本語母語話者を基本とした「不足部分を補う教育」、成績優良者を基本

とした「成績不振を補う教育」では限界があり、むしろ、彼らの人間としての成長を、どのよう

に日本語教育の分野から支えるのかが、高校生に対する日本語教育に必要な議論と考えるように

なりました。近年の、年少者日本語教育をホリスティックに捉えようとする流れを鑑みると、自

己表現や進路選択をサポートするキャリア教育の視点も必要になってきます。発達段階を考慮し、

日本語力を育て、進路選択を見据えた目標達成型のカリキュラム、同時に、過去の経験を踏まえ

て自分の複数言語環境を肯定的に捉え、ことばを使った対話を通じて、自己を含む「社会」をさ

らに拡大し／再構築していくという、子どもの主体育成を目指したホリスティックなカリキュラ

ムが重要だと考えています。 

  ２．教材について 

高校生への日本語教育カリキュラムと教材

を考える際に参考にしたのが、「ユニット教

材」という考え方です。「ユニット教材」とは、

「実践的教材論」（川上、2011：126）を理論

的な背景とし、重視する点、３つの観点を支柱

として開発された教材です（表１）。共通のテ

ーマをもって行われる複数回の授業案とその

教具、補助教材の総称で、複数回の授業が１つ

のまとまりを持つユニットとして実践の場に

提供されます（人見・河上、2015）。「ユニッ

ト教材」は教科書という形を採らず、様々なユ

ニット教材をモジュールのように組み立てて

いく実践の方法論であると言えます。 

  ３．高校でのユニット教材について 

3.1 実践の概要 

実践校は神奈川県にある全日制の私立白鵬女子高等学校です。2014 年に早稲田大学大学院日

表 1 ユニット教材の概要 
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本語教育研究科と協定を結び、入学から卒業までの３年間の日本語教育カリキュラム開発に向け

て取り組んできました。日本語の授業は、正規科目として設置され、現在はユニット教材とアカ

デミック・ライティングの２本柱で展開しており、2019 年度では 20 のユニット教材をモジュー

ルのように組み立ててカリキュラムを計画しています。生徒には学習のめあて、予定表、ワーク

シート、文法ノーツなどを冊子にして配布しています。 

3.2 ユニット教材例（【スピーチから学ぶ】） 

 この教材は毎年二学期に実施している日本語発表会の関連ユニットです。生徒たちは同年代（当

時）である、マララ・ユスフザイ

のスピーチの映像／日本語のス

クリプトを教材とし、そこから、

スピーチの特徴を学び、語句・表

現を学び、社会背景や社会問題を

理解し、その問題について自分の

意見を作り出していきます。そし

て、自分にとって心に残るスピー

チを探し、メッセージを読み取

り、全体で共有するという活動を

行なっていきます。授業は全 10

回で展開されます。表２はユニッ

ト教材の概要、主な学習項目で

す。 

 

４．教材とカリキュラム  

 入学から卒業までのカリキュラムで重視したのは、自分は何を考える人で自分はどう生きるか

という問いを３年間考え続けるということです。そして、教材作成で意識したことは、高校生の

発達段階です。青年期は自己のアイデンティティを獲得する時期／自我の目覚めの時期であると

されます。彼らの自己形成を支える教材はどうあるべきか、そして、彼らがことばを学ぶ文脈は

どのようなものか、高校生にとっての学ぶ内容は何か。これらを意識しながら教材を作成してき

ました。今後も日本語を学ぶ高校生にとっての内容は何かを考え続けたいです。 

 

付記 

ユニット教材は 2015 年度、2016 年度早稲田大学教育総合研究所公募研究助成費による研究成果

の一部である（研究代表：川上郁雄、池上摩希子、人見美佳、河上加苗） 
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表 2 ユニット教材「スピーチから学ぶ」概要、主な学習項目 


